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（様式３）【学校用】 

ふるさと教育 取組事例 

学校名 津和野町立津和野中学校 

学 年 主な教科等 主に関わる単元名 
活用した教育資源 

（ひと・もの・こと） 

３年生 
総合的な学習

の時間 
ツワトーク 地域住民 

ねらい 
地域の方の様々な生き方や考え方に触れるなかで、自分自身を語るこ

とを通して自己理解をより深める 

１ 取組の概要 

大人と生徒が１対１でじっくりと対話しながら、生徒が日常生活の中で一旦立ち止まり、これまで

の自分の歩みや今の自分について振り返り、自身の気持ちや考え方について言葉にして伝える力育み

、その上で今後どうありたいかを考える時間としている。 

 【活動の流れ】 

  ①大人からの人生グラフを活用した自己開示 

   高校、大学への進学や社会に出て、どのような経験をして何を感じてきたのか。それらのあり

のままの生き方の例を示すことで、中学生にとってロールモデルの一つとする。 

  ②生徒からの人生グラフを活用した自己開示 

   自分の考え、感情、経験など、自分のことをありのまま伝える。これまでの人生を振り返り、

先生や家族以外の大人と語る中で、これからどんな人になりたいかを考える機会とする。 

  ③対話の時間 

   「振り返る・広げる・繋がる」日常生活の中で一旦立ち止まり、これまでの歩みを振り返り、

今の自分と向き合ってこれからの目標やどんな人になりたいか考える時間とする。 

２ ふるさとの「ひと・もの・こと」をどのような力を付けるために、どのような意図をもって 

活用したか。 

（ふるさとへの愛着や誇り、貢献意欲の視点から） 

・地域に住む方との対話を通し、地域課題を身近な課題として捉えることで、課題解決に向かう動機

づけとし貢献意欲を育む。 

・地域に対する愛着を形成するために、地域の中の大人と気軽に話せる関係性をつくる。 

（学力育成の視点から） 

・主体的に学びに向かう力を育むために、生徒個人の興味関心に合わせた相手と対話をする。 

・多様な大人と対話することで、自分の考えと対比する力を養う。 

３ 児童・生徒に見られた変容（どのような力が身に付いたか等） 

（ふるさとへの愛着や誇り、貢献意欲の視点から） 

【アンケート結果より】 

 〇津和野町は魅力的なまちだと思いますか  

とてもそう思う：事前61.9％→事後70％ 

〇津和野町には魅力的な大人が多いと思いますか 

とてもそう思う：事前38.1％→事後65％ 

・地域の大人と1対1で対話することで、津和野町への愛着や誇り、貢献意欲といった社会で活躍する

ために必要な力の「土台となる想い」を育むことができた。 

（学力育成の視点から） 

【アンケート結果より】 

〇今の自分と向き合うことができますか  

とてもそう思う：事前14.3％→事後40％ そう思う：事前19％→事後42.9％ 

・自己理解の深化 

 自分の価値観や将来について深く考える機会となり、自己肯定感の向上につながった。 

・コミュニケーション能力の向上 

 大人との会話を通して、自分の考えを相手に伝える力や、相手の話を聞く力が養われた。 
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４ 課題や今後の展望 

「愛着・誇り」「貢献意欲」「確かな学力」を育む上で大

きな一歩となり、社会で活躍するために必要な力の「土台と

なる想い」の部分を育むことができた。これらの成果をもっ

て今後、生徒たちそれぞれの『実行力』を生み出す仕掛けや

、さらに多くの生徒や地域住民が参加できるよう、プログラ

ムの拡充を目指していく。 

 

 


